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 第４章では、あるデータ項目の内容に依存して、表の行や列の長さが変わるような可変 XML 文書を編集する画面







論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 














題を解決するために、ビジネス文書の編集画面開発支援方式を確立している。XML 文書がもつ木構造から HTML 文
書がもつ表組み構造への変換型を規定する木・表構造間変換モデルを考案し、本変換モデルに基づく XML 入力画面
自動生成方式を提案・評価することにより、その実用性を示している。 
⑷機器操作のヘルプやマニュアル検索への応用を想定して、操作マニュアルから用語辞書を自動獲得する方式を確立
している。本方式の特徴は、従来方式が一文単位の処理を基本とするのに対して、見出し文の階層構造を利用してい
る点にある。カーナビゲーションの操作マニュアルを対象として、従来方式との精度比較により、本方式の有効性を
示している。 
 以上のように、本論文は文書知識を用いたビジネス文書処理において成果を挙げた先駆的研究として、情報科学に
寄与するところが大きい。よって本論文は博士（情報科学）の学位論文として価値あるものと認める。 
